
受け継がれる“舞”を披露
田島小４年生ＹＯＳＡＫＯＩソーラン
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第４１号
平成２８年８月１０日

みなみあいづ
議 会 だ よ り



６月定例会議案審議

２

　平成２８年第２回定例会が、６月１０日から１７日までの８日間の会期で開催されました。
　町からは、条例の改廃３件、平成２８年度補正予算６件、その他の議案や報告など１３件が
提出され、慎重な審議が行われました。

　

予
定
価
格
よ
り
低
い
価

格
で
落
札
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
見
積
り
の
方
法
は
。

山
内　

政 

議
員

　

参
考
見
積
り
を
基
に
適

正
価
格
を
調
査
し
ま
し

た
。

総
務
課
長

議
案
第
66
号

新
庁
舎
建
設
事
業
物
品
購
入
契
約

（
事
務
室
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
の
木
製
家
具
購
入
）

　

予
定
価
格
が
高
い
と
い

う
認
識
は
。

山
内　

政 

議
員

　

適
正
価
格
に
基
づ
い
て

予
定
価
格
を
設
定
し
ま
し

た
の
で
、
適
正
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

新
庁
舎
建
設
事
業

　
５
件
の
契
約
案
件
を
可
決
！

本
体
工
事
の
進
捗
率
は
50
％
（
６
月
末
日
現
在
）

可決した契約案件

区　分 名　　　　　称 金　額

工事請負
（２件）

地中熱利用システム導入（空調２期）工事 8,748 万円
内装木質化工事

（福島県森林整備加速化・林業再生基金事業） 9,072 万円

物品購入
（３件）

移動棚及び定置棚購入 3,591 万円
木製家具（事務室カウンターほか）購入 981 万 7,200 円
木製家具（※１

　 特別室等応接テーブルほか）購入 1,657 万 8,000 円

だいくらスキー場シャドーコースの崩落現場

※１
　 特別室等は、町長室、副町長室、教育長室、議長室、応接室などです。



６月定例会 議案審議

３

　

こ
の
工
事
請
負
契
約
に

よ
り
、
だ
い
く
ら
ス
キ
ー

場
の
災
害
復
旧
は
完
了
し

ま
す
か
。

室
井
嘉
吉 

議
員

　

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害

で
、
同
ス
キ
ー
場
で
は
３

つ
の
コ
ー
ス
で
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
契
約
は
、
春
木
沢

コ
ー
ス
の
完
全
復
旧
と
排

水
処
理
用
の
水
路
を
復
旧

す
る
も
の
で
あ
り
、
本
年

度
は
こ
の
工
事
を
優
先
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
63
号

災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約

（
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
災
害
復
旧
工
事
）

　

残
り
の
コ
ー
ス
の
復
旧

が
進
ま
な
い
理
由
は
。

室
井
嘉
吉 

議
員

　

同
ス
キ
ー
場
全
体
の
被

災
状
況
か
ら
、
残
り
の

コ
ー
ス
は
安
全
対
策
を
し

て
開
放
し
な
が
ら
、
原
形

復
旧
ま
た
は
新
た
な
利
活

用
の
可
能
性
を
検
討
し
ま

す
。

商
工
観
光
課
長

副
町
長

今
年
で
終
わ
る
？

だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
の
災
害
復
旧

だいくらスキー場シャドーコースの崩落現場

報
告
第
５
号

平
成
27
年
度
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

（  

南  

郷  

橋  

架  

替  

工  

事  

）

　
「
河
川
管
理
者
な
ど
と

の
協
議
に
不
測
の
日
数
を

要
し
た
」
と
の
説
明
で
し

た
が
、
協
議
の
内
容
は
。

山
内　

政 

議
員

工
事
の
完
了
に
影
響
は

　

河
川
管
理
者
の
県
と
は

河
川
の
締
め
切
り
に
よ
る

濁
り
を
防
ぐ
方
法
を
、
漁

業
組
合
と
は
釣
り
シ
ー
ズ

ン
中
の
工
事
の

可
否
を
協
議
し

て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
中
の
工
事
の
完

了
に
影
響
は
。

山
内　

政 

議
員

建
設
課
長

　

今
後
も
関
係
機
関
と
工

法
な
ど
を
協
議
し
な
が

ら
、
本
年
度
に
繰
越
し
た

工
事
は
年
度
内
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

建
設
課
長

南郷橋架替工事現場（南郷地域大新田地内）



６月定例会議案審議

４

議
案
第
69
号

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

消
防
用
メ
ー
ル
配
信
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
内
容
は
。

室
井
英
雄 

議
員

消
防
用
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム

消防費
迅
速
な
出
動
に
期
待

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
整
備

で
、
全
て
の
消
防
団
員
に

住
民
生
活
課
長

緊
急
連
絡
が
メ
ー
ル
で
伝

わ
り
、
迅
速
な
出
動
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
メ
ー
ル
を
受
信

す
る
に
は
、
団
員
そ
れ
ぞ

れ
に
登
録
作
業
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

１
５
０
万
円
の
追
加
補

正
で
す
が
、
事
業
の
内
容

は
。

楠　

正
次 

議
員

認
知
症
早
期
発
見
支
援
事
業

民生費
発
症
者
へ
の
対
応
も
必
要

　

認
知
症
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
関
係
者
を
対

象
と
し
た
講
座
な
ど
を
開

催
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
関
係
団
体
の

協
力
で
、
７
月
か
ら
11
月

ま
で
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。

健
康
福
祉
課
長

　

既
に
認
知
症
を
発
症
し

て
い
る
方
へ
の
対
応
は
。

貝
田
美
郎 

議
員

　

認
知
症
患
者
の
衣
類
な

ど
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
付
け

る
こ
と
で
、
行
方
不
明
の

発
見
時
に
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
※
１

　

ア
イ
ネ
ッ
ト
へ

つ
な
が
り
、
関
係
機
関
な

ど
に
連
絡
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
本
年
度
に
構
築
し
ま

す
。

健
康
福
祉
課
長

　

追
加
補
正
の
理
由
は
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
設
置
要

望
が
あ
る
場
合
の
対
応

は
。

貝
田
美
郎 

議
員

防
犯
灯
設
置
補
助
金

消防費
増

設

へ

の

対

応

は

　

各
行
政
区
長
を
通
じ
て

防
犯
灯
設
置
の
要
望
を
集

約
し
、
当
初
予
算
を
計
上

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

住
民
生
活
課
長

　

そ
の
後
、
新
規
や
増
設

を
含
め
て
、
６
行
政
区
で

合
計
１
１
５
基
の
設
置
要

望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
追

加
補
正
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
さ
ら
な
る
増
設

に
対
し
て
は
、
今
回
同
様

に
補
正
予
算
で
対
応
し
ま

す
。

　

観
光
力
づ
く
り
を
支
援

す
る
た
め
の
２
つ
の
事

業
、
そ
の
内
容
は
。

湯
田　

哲 

議
員

①
若
者
に
よ
る
観
光
地
域
づ
く
り
事
業

②
南
郷
ひ
め
さ
ゆ
り
活
用
観
光
地
育
成
事
業

商工費
観

光

力

の

向

上

を

　

①
の
事
業
で
は
、
町
内

の
若
者
20
～
30
人
を
中
心

に
、
将
来
に
向
け
た
観
光

施
策
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

商
工
観
光
課
長

南
郷
総
合
支
所
長

用語

※
１

　

ア
イ
ネ
ッ
ト

　

専
用
の
機
材
を
整
え
た
高
齢
者
か
ら
の
通

報
な
ど
を
受
信
す
る
緊
急
セ
ン
タ
ー
。

　

受
信
後
は
本
人
の
安
否
確
認
を
す
る
ほ
か
、

家
族
や
警
察
、
消
防
な
ど
へ
の
連
絡
が
24
時

間
体
制
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。

高清水自然公園内のひめさゆり群生地

　

②
の
事
業
で
は
、
ひ
め

さ
ゆ
り
に
関
係
す
る
方
々

の
協
力
を
得
て
、
地
域
観

光
の
方
向
性
や
今
後
の
計

画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

一
方
で
、
ひ
め
さ
ゆ
り

の
保
護
増
殖
を
目
的
に
群

生
地
の
実
態
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
大
学
と
連
携

し
て
ひ
め
さ
ゆ
り
の
植
生

な
ど
を
調
査
し
ま
す
。



５

 
一  
般  

質  

問

１　室井　嘉吉　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・６㌻
　　①第３次南会津町行政改革大綱について

　　②南会津町まち・ひと・しごと創生総合戦略について

２　渡部　訓正　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・７㌻
　　①関東・東北豪雨災害の復旧について

　　②新型特急の会津田島駅乗り入れについて

３　丸山　陽子　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・８㌻
　　①移住定住者支援について

　　②がん教育について

４　森　　秀一　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・９㌻
　　①「きらら２８９」駐車場の拡張について

　　②民宿・旅館の減少に伴う観光対策について

５　湯田　良一　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・10㌻
　　①東武鉄道特急の会津田島駅乗り入れ後の対応として街中観光

　　　案内人の養成を

　　②教育旅行者の現状と受け入れ農家の増加を考えては

６　湯田　　哲　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・11㌻
　　①古道「巡見使の道」を駒止湿原へのルートに利用しては

　　②県の「ふくしま健民カード事業」による健康増進を

　　③檜沢中学校を大人が学ぶ「桧沢大学」として開校しては

７　湯田賢太朗　議員・・・・・・・・・・・・・・・・・12㌻
　　①青年会組織の再興について

　　②結婚対策について

　　③空き家対策について

　　④町づくりについて

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般

に
わ
た
り
執
行
機
関
に
問
題
点
を
た
だ
し
、

所
信
の
表
明
を
求
め
て
政
治
姿
勢
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
す
。

　平成２８年６月定例会の一般質問が、１５日と１６日の２日間にわたり行

われ、通告した７人の議員が登壇し、町の対応や考え方などを問いました。

登 壇 順 序 ・ 質 問 項 目

　町政を問う！



　

南
会
津
町
ま
ち

　

・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
子
ど
も

の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
に
は
、
出
生
数
の

増
加
や
維
持
が
大
き
な
課

題
で
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
の
解
決

に
、
県
立
南
会
津
病
院
の

医
療
体
制
の
充
実
と
産
婦

人
科
常
勤
医
師
の
配
置
は

重
要
で
あ
り
、
今
ま
で
以

上
に
関
係
機
関
に
要
望
す

べ
き
で
は
。

　

第
３
次
南
会
津

　

町
行
政
改
革
大

綱
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
具
体
化
す
る
た

め
の
実
施
計
画
で
、「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
が
本
年
度
中
に
策
定

さ
れ
ま
す
。

　

計
画
に
位
置
付
け
る

公
共
施
設
な
ど
の
範
囲

は
。

　

こ
れ
ま
で

　

も
、
郡
内
各

町
村
と
連
携
し
て
要
望
し

て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

問

町
長

　

厳
し
い
財
政

　

状
況
や
今
後

の
人
口
減
少
な
ど
か
ら
、

公
共
施
設
な
ど
の
全
体
状

況
を
把
握
し
、
長
期
的
な

視
点
で
更
新
・
統
廃
合
・

長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的

に
進
め
る
こ
と
で
、
行
財

政
負
担
を
軽
減
・
平
準
化

す
る
も
の
で
す
。

　

本
計
画
の
対
象
範
囲
に

は
、
建
築
物
４
３
３
施
設

の
ほ
か
、
道
路
、
橋
り
ょ

う
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
資
産

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

問

県
立
病
院
の
医
療
体
制
の
充
実
を

町
長
＝
引
き
続
き
関
係
団
体
に
要
望

町
長

地域医療の拠点として重要な県立南会津病院

６

　

計
画
策
定
に
あ

　

た
り
、
町
民
と

の
関
わ
り
は
。

　

ま
た
、
地
域
と
の
関
わ

り
か
ら
時
間
が
必
要
で
す

が
、
本
年
度
中
に
策
定
す

る
理
由
は
。

　

策
定
の
過
程

　

で
、
政
策
調

整
会
議
や
地
域
協
議
会
な

ど
で
十
分
協
議
す
る
と
と

も
に
、
町
民
へ
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。

　

な
お
、
本
計
画
は
国
か

ら
の
要
請
で
、
本
年
度
中

に
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

町
長

問

町長＝長期視点で計画を策定

町政を問う
一般質問

室
井　

嘉
吉　

 

議
員

公共施設の在り方は大きな課題

き
常
勤
医
師
の
配
置
を
含

め
た
医
療
体
制
の
充
実

を
、
関
係
団
体
に
要
望
し

ま
す
。



渡
部　

訓
正　

議
員

町政を問う
一般質問

７

　

入
札
不
調
は
豪

　

雨
災
害
復
旧
工

事
の
遅
れ
に
結
び
つ
き
ま

す
。

　

町
内
に
は
２
つ
の
建
設

業
協
会
が
あ
り
、
下
郷
町

と
只
見
町
の
業
者
も
加
入

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町

外
業
者
も
含
め
た
発
注
方

式
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

ま
た
、
発
注
件
数
が
多

く
な
る
と
現
場
監
督
の
不

足
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、

任
期
付
き
職
員
を
配
置
す

べ
き
で
は
。

　

豪
雨
災
害
関

　

係
工
事
で
は

入
札
不
調
が
生
じ
て
い
ま

す
の
で
、
南
会
津
郡
内
の

他
町
村
も
含
め
た
指
名
競

争
入
札
で
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
任
期
付
き
職
員

を
配
置
し
て
も
育
成
は
必

要
で
あ
り
、
今
後
は
募
集

と
育
成
の
両
面
か
ら
技
術

職
員
の
確
保
に
取
り
組
み

ま
す
。 問町

長

全
町
民
を
挙
げ
て
準
備
を

町
長
＝
関
係
団
体
や
地
域
住
民
と
連
携

　

東
武
鉄
道
㈱

　

は
、「
首
都
圏

か
ら
会
津
エ
リ
ア
へ
の
誘

客
で
栃
木
・
福
島
エ
リ
ア

の
活
性
化
」を
目
指
し
て
、

会
津
田
島
駅
に
新
型
特
急

の
乗
り
入
れ
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

そ
の
準
備
に
は
、
町
や

関
係
団
体
、
多
く
の
町
民

が
参
加
す
る
こ
と
で
、
利

用
促
進
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。

　

鉄
道
利
用
者
を
町
内
に

滞
在
さ
せ
る
方
法
や
、
他

町
村
と
の
連
携
は
。

　
「
食
べ
歩
き
」

　

や
「
歴
史
散

策
」
の
地
図
を
駅
な
ど
に

設
置
す
る
既
存
の
取
り
組

み
に
加
え
、「
ま
ち
の
案

内
人
」
の
充
実
で
散
策
の

魅
力
向
上
を
目
指
し
ま

す
。

　

な
お
、
鉄
道
沿
線
市
町

村
や
会
津
17
市
町
村
で
構

成
す
る
組
織
と
連
携
し
、

会
津
地
方
の
地
域
振
興
や

観
光
振
興
に
つ
な
げ
ま

す
。

問

町
長

東武鉄道新型特急の乗り入れが決定した会津田島駅

町長＝他町村も含めた指名競争入札を実施
発 注 方 式 の 検 討 を



　

こ
の
事
業
の
対

　

象
者
は
、
本
町

に
住
所
を
有
す
る
新
規
学

卒
者
と
40
歳
未
満
の
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
者
で
、
卒
業
や

転
入
か
ら
１
年
以
内
に
正

社
員
と
し
て
就
職
し
た
方

で
す
。

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
中

に
は
、
40
歳
以
上
や
臨
時

で
雇
用
さ
れ
て
い
る
方
も

い
ま
す
の
で
、
条
件
な
ど

を
見
直
す
べ
き
で
は
。

町政を問う
一般質問

丸
山　

陽
子　

 

議
員

問

　

国
は
平
成
29
年

　

度
以
降
、「
が

ん
」
を
正
し
く
知
り
、
命

の
大
切
さ
へ
の
理
解
を
深

め
る
「
が
ん
教
育
」
を
本

格
的
に
全
国
展
開
し
ま

す
。

　

町
の
取
り
組
み
は
。

「
が
ん
教
育
」

の

推

進

を

教
育
長
＝
重
要
だ
と
認
識

問

　

本
年
度
で
終
了

　

す
る
事
業
で
す

が
、
今
後
も
継
続
す
る
考

え
は
。 問

　

本
年
度
で
３

　

年
目
を
迎

え
、
こ
れ
ま
で
81
人
に
交

付
し
て
き
ま
し
た
。

町
長

　

年
齢
要
件

　

は
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
年
代

と
し
て
40
歳
未
満
に
設
定

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
定
し
た
雇
用

が
定
住
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
町
内
事
業
所
の
経

営
基
盤
も
強
化
す
る
こ
と

か
ら
正
社
員
と
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
は
既
に
事
業
に

着
手
し
て
る
の
で
、
次
年

度
以
降
、
成
果
を
踏
ま
え

て
支
援
の
在
り
方
を
検
討

し
ま
す
。

町
長

　

が
ん
教
育
の

　

教
材
を
、
各

小
中
学
校
に
配
布
し
ま
し

た
。

　

教
育
委
員
会
も
「
が
ん

教
育
」
は
重
要
だ
と
認
識

し
て
お
り
、
国
の
動
向
と

併
せ
て「
が
ん
教
育
推
進
」

を
検
討
し
ま
す
。

８

教
育
長

町長＝支援のあり方を検討
「若者定住応援プログラム交付金」の見直しを

　

今
後
は
、
事
業
内
容
を

検
証
し
な
が
ら
継
続
を
検

討
し
ま
す
。

若 者 定 住 応 援 プ ロ グ ラ ム 交 付 金 事 業
（実施期間：平成２６年度～平成２８年度）

対  象  者

本町に住所を有し、新規に中学・高校・大学等を卒
業した日から１年以内に就職した方

新規学卒者

本町から町外に転出し、再び本町に転入した４０歳
以下の方で、転入の日から１年以内に就職した方

Ｕターン者

本町を出身地としない方で、本町に転入した４０歳
以下の方で、転入の日から１年以内に就職した方

Ｉターン者

３つの応援

◆１０万円の生活支援！
◆夫婦で定住の場合は３０万円！！

若者を
応援

◆Ｕ・Ｉターン者も安心！住宅家賃支援更に
支援！

◆社員のスキルアップのため、人材育成費
　を支援

事業所
にも

具体的なプログラム

一人一回限り、商品券と現金を半額ずつ交付し、
生活支援を行います。（住民票、事業所からの雇
用証明等を提出していただきます。）

定 住 促 進
支 援 交 付 金

対象者で本町に住所を有し、本町及び
他の市町村の事業所に正社員として就
職し、雇用期間が３月を経過した方

賃貸住宅の賃貸料の１／２（２万円を限度）を
１年間支援します。（契約書・領収書等の写しを
提出していただきます。）

上記の該当者で、賃貸住宅に入居して
いる方

定 住 住 宅 費
支 援 交 付 金

該当者を雇用した事業所に一人あたり１０万円
を人材育成費として交付します。

上記の該当者を雇用した町内事業所
人 材 育 成
交 付 金



森　
　

秀
一　

議
員

町政を問う
一般質問

９

　

国
道
２
８
９

　

号
八
十
里
越

道
路
の
開
通
で
交
通
量
の

増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
大
型
バ
ス
が
容
易
に

利
用
で
き
る
駐
車
場
の
確

保
が
必
要
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

南
郷
地
域
の
観
光
計
画

を
進
め
る
な
か
で
、
き
ら

ら
２
８
９
駐
車
場
の
拡
張

を
検
討
し
ま
す
。

　

き
ら
ら
２
８
９

　

が
「
道
の
駅
」

と
し
て
登
録
さ
れ
た
こ
と

で
、
利
用
者
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
多
く
の

方
に
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
、
駐
車
場
を
拡
張
す
べ

き
で
は
。

問町
長

減
少
す
る
宿
泊
施
設
、
そ
の
対
策
は

町
長
＝
観
光
振
興
計
画
を
策
定

　

体
験
型
や
着
地

　

型
観
光
を
受
け

入
れ
る
、
民
宿
や
旅
館
の

数
が
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

宿
泊
客
の
増
加
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
き
た
町
の

施
策
は
。

問
　

小
規
模
宿
泊

　

施
設
に
特
化

し
た
「
宿
泊
施
設
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
や
、
町
観
光
物

産
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
宿
泊
施
設
の
詳
細
な
情

報
を
発
信
し
な
が
ら
、
誘

客
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

町
長

　

観
光
誘
客
に
対

　

す
る
今
後
の
対

策
は
。問

　

既
存
の
事
業

　

を
引
き
続
き

実
施
す
る
と
と
も
に
、

「
新
そ
ば
ま
つ
り
」な
ど
の

「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
誘
客
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
東
武
鉄
道
新

型
特
急
乗
り
入
れ
を
契
機

に
、
地
域
活
力
の
回
復
と

将
来
の
観
光
力
づ
く
り
に

向
け
た
「
若
者
に
よ
る
観

光
地
域
づ
く
り
事
業
」で
、

町
の
観
光
振
興
計
画
策
定

に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま

す
。 町

長

町長＝南郷地域の観光計画で検討
「きらら２８９」駐車場の拡張を

年々利用者が増加している道の駅「きらら２８９」



町政を問う
一般質問

湯
田　

良
一　

 

議
員

10

　

特
急
乗
り
入

　

れ
の
対
策
と

し
て
、
①
首
都
圏
か
ら
の

誘
客
、
②
会
津
地
方
か
ら

首
都
圏
へ
の
送
客
、
③
会

津
田
島
駅
周
辺
の
魅
力
向

上
の
、
３
つ
の
柱
を
掲
げ

て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
会
津
田

島
駅
周
辺
の
魅
力
向
上
」

に
向
け
て
、
街
中
観
光
案

内
人
や
ガ
イ
ド
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
、
新
た
に
ガ

イ
ド
を
目
指
す
人
材
の
育

成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
街
中
散
策
マ
ッ

プ
の
作
成
、
土
産
品
の
開

発
、
お
も
て
な
し
人
材
育

成
な
ど
で
、
中
心
市
街
地

に
人
が
集
ま
り
休
憩
し
や

す
い
空
間
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

東
武
鉄
道
㈱
の

　

新
型
特
急
乗
り

入
れ
が
決
定
し
ま
し
た

が
、
本
町
が
単
な
る
通
過

点
に
な
る
こ
と
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

　

観
光
客
が
会
津
田
島
駅

で
下
車
し
、
街
中
の
散
策

や
土
産
品
の
購
入
な
ど
で

一
時
的
に
滞
在
す
る
こ
と

は
、
町
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
街
中

観
光
案
内
人
な
ど
の
養
成

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

問

町
長

教
育
旅
行
受
入
農
家
の
拡
大
を

町
長
＝
受
入
体
制
を
充
実

　

教
育
旅
行
は
、

　

本
町
の
交
流
人

口
増
加
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

　

近
年
の
教
育
旅
行
者
数

の
現
状
は
。

問
　

教
育
旅
行
の

　

現
状
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
農
家
民
泊
で
は

昨
年
に
引
き
続
き
海
外
学

生
団
の
受
け
入
れ
も
想
定

さ
れ
る
の
で
、
よ
り
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

町
長

教育旅行の現状

区　分
平成 27 年度（実績） 平成 28 年度（見込み）

受入団体数 延べ宿泊者数 受入団体数 延べ宿泊者数
「おいでよ！南会津」

自 然 環 境 学 び の
首 都 づ く り 事 業

23 団体 6,980 人 29 団体 9,487 人

農 家 民 泊 13 団体 2,685 人 7 団体 3,074 人

　

農
家
民
泊
は
、

　

受
入
農
家
の
高

齢
化
で
受
入
数
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

受
入
農
家
の
拡
大
に
向

け
た
町
の
取
り
組
み
は
。

問
　

南
会
津
農
村

　

生
活
体
験
推

進
協
議
会
と
連
携
し
、
新

規
受
入
農
家
の
増
加
に
向

け
た
訪
問
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
受
入
実
績
が

あ
る
農
家
の
意
見
や
要
望

を
集
約
し
、
今
後
の
受
入

体
制
の
充
実
に
努
め
ま

す
。 町

長

町長＝新たな人材育成を計画
街 中 観 光 案 内 人 の 養 成 を



湯
田　
　

哲　

議
員

町政を問う
一般質問

　
そ
の
他
の
質
問

　
・
檜
沢
中
学
校
を
大
人
が
学
ぶ
「
桧
沢
大
学
」
と
し
て
開
校
し
て
は

11

　

本
年
度
、
駒

　

止
湿
原
で
は

ト
イ
レ
の
洋
式
化
工
事

と
、
関
東
・
東
北
豪
雨
で

被
災
し
た
木
道
の
復
旧
工

事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
工
事
で
、
湿

原
の
十
分
な
監
視
活
動
が

出
来
な
い
た
め
、「
巡
見

使
の
道
」
を
利
用
し
た
入

山
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、「
巡
見
使
の

道
」
が
新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
活
用
で
き
る
か

は
、
今
後
の
課
題
と
し
て

検
討
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の

　

歴
史
的
な
古
道

「
巡
見
使
の
道
」
を
、
駒

止
湿
原
へ
の
新
た
な
ル
ー

ト
と
し
て
整
備
し
、
町
の

観
光
資
源
の
一
つ
に
加
え

る
考
え
は
。

問町
長

「
ふ
く
し
ま
健
民
カ
ー
ド
事
業
」
へ
の
参
加
を

町
長
＝
平
成
29
年
度
以
降
に
取
り
組
む

　

こ
の
事
業
は
、

　

運
動
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
活
動
を

記
録
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト

に
よ
っ
て
約
８
０
０
店
舗

の
加
盟
店
で
特
典
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

本
年
度
は
会
津
若
松

市
、
会
津
美
里
町
、
檜
枝

岐
村
な
ど
が
参
加
し
ま
す

が
、
本
町
が
不
参
加
の
理

由
と
、
今
後
こ
の
事
業
に

取
り
組
む
考
え
は
。

問

　

こ
の
事
業
が

　

始
ま
る
６
月

に
は
、
町
の
総
合
健
診
や

胃
が
ん
健
診
な
ど
が
終
了

す
る
の
で
、
本
年
度
は
参

加
を
見
送
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
事
業
は

健
康
づ
く
り
に
有
効
な
手

段
で
あ
り
、
平
成
29
年
度

以
降
に
取
り
組
み
ま
す
。

町
長

町長＝新たな観光資源として検討
古道「巡見使の道」を観光資源に

針生区の皆さんによる「巡見使の道」整備作業のようす



　

現
在
、
本
町
で

　

活
動
す
る
青
年

会
組
織
の
有
無
は
。

　

ま
た
、
町
に
青
年
会
担

当
部
局
を
設
け
る
ほ
か
、

活
動
費
を
助
成
し
て
青
年

会
を
再
興
さ
せ
る
考
え

は
。

　

本
町
で
活
動

　

す
る
青
年
会

組
織
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

　

今
後
は
、「
南
会
津
ワ

カ
モ
ノ
会
議
」
や
「
ヤ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
」
な
ど
の
場

を
活
用
し
て
、
青
年
会
の

あ
り
方
や
組
織
化
な
ど
の

意
見
を
交
換
し
、
担
当
係

の
設
置
や
活
動
費
の
助
成

を
検
討
し
ま
す
。

問町
長

町政を問う
一般質問

湯
田
賢
太
朗　

 

議
員

仲
人
を
支
援
す
る
制
度
の
創
設
を

町
長
＝
既
存
事
業
の
運
用
を
踏
ま
え
て
検
討

豊年まつりの運営に欠かせない南郷青年会のメンバー

　

仲
人
に
対
す
る

　

奨
励
金
制
度
を

創
設
し
、
結
婚
対
策
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
。

　

本
年
度
、
結

　

婚
に
関
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
す

る
「
南
会
津
町
縁
結
び
サ

ポ
ー
タ
ー
設
置
要
綱
」
を

制
定
し
ま
し
た
の
で
、
制

度
の
運
営
状
況
を
踏
ま
え

て
検
討
し
ま
す
。

問町
長

12

町内の青年会組織

地　域 名　称
田 島

（本町地区） 睦
むつみ

　　　会

田 島
（上町地区） 鴫山青年会

伊 南 伊南青年会
南 郷 南郷青年会

　

子
ど
も
を
産
み

　

や
す
い
環
境
づ

く
り
に
向
け
、
町
独
自
の

子
育
て
支
援
金
を
支
給
す

る
考
え
は
。

問
　

平
成
27
年
度

　

に
「
子
育
て

ス
マ
イ
ル
支
援
事
業
」
を

創
設
し
、
第
２
子
以
降
を

出
産
し
た
方
に
地
元
商
店

で
使
用
で
き
る
商
品
券
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
歳
児
の
保
育

料
や
子
ど
も
医
療
費
の
無

料
化
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
本
年
度
は
子
育
て
世

帯
に
対
し
て
、
プ
レ
ミ
ア

ム
率
30
％
の
商
品
券
を
発

行
す
る
な
ど
、
子
育
て
支

援
の
充
実
強
化
に
務
め
て

い
ま
す
。

町
長

　
そ
の
他
の
質
問

　
・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
・
町
づ
く
り
に
つ
い
て

議案審議

国政・県政に届け！　地域の ”声 ”

町長＝若者が集まる機会で意見を集約
青 年 会 活 動 の 再 興 を
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第 ２ 回 臨 時 会
平成２８年５月１３日

議
案
第
54
号

専
決
第
８
号

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

約
２
２
７
０
万
円
が
減

額
補
正
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
理
由
は
。

星
登
志
一 

議
員

　

実
施
し
た
26
事
業
の
う

ち
、
６
事
業
で
中
途
退
職

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
人

件
費
と
物
件
費
を
減
額
補

正
し
ま
し
た
。

議案審議

商
工
観
光
課
長

　

減
額
補
正
の
理
由
と
、

待
機
補
償
と
の
関
係
は
。

貝
田
美
郎 

議
員

　

施
設
の
駐
車
場
の
除
雪

作
業
で
あ
り
、
待
機
補
償

は
発
生
し
な
い
こ
と
で
調

整
し
ま
し
た
。

商
工
観
光
課
長

　

除
雪
箇
所
に
関
わ
ら

ず
、
待
機
補
償
を
支
出
す

る
べ
き
で
は
。

貝
田
美
郎 

議
員

　

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
比

較
し
ま
し
た
が
結
論
が
出

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
本

年
度
中
に
整
理
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

副
町
長

観
光
施
設
除
雪
委
託
料

商工費

緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
費
補
助
金

歳入
全般

南 会 津 地 方
町 村 議 会 議 員 大 会 国政・県政に届け！　地域の ”声 ”

　

町
か
ら
は
、
議
案
３
件
（
専
決
処
分
２
件
・
工

事
請
負
契
約
１
件
）、
報
告
１
件
が
提
出
さ
れ
、
慎

重
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
、
檜
枝
岐
村
の

「
東し
の
の
め雲
館
」
で
、
南
会
津
地
方
町

村
議
会
議
長
会
が
主
催
す
る
議
員

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
南
会
津
郡
内
４

町
村
の
議
員
が
一
堂
に
会
し
て
、

南
会
津
地
方
の
諸
問
題
を
共
同
で

解
決
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
毎

年
開
催
さ
れ
、
今
回
で
67
回
目
を

数
え
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
本
町
議
会
か
ら
室

井
英
雄
議
員
と
星
光
久
議
員
が
４

つ
の
要
望
事
項
を
提
案
し
、
満
場

一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
国
と
県
に
対
し
、
実
現

に
向
け
た
粘
り
強
い
要
望
活
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

要　望　事　項
①過疎地域自立促進事業の支援

②へき地医療の充実と県立南会津病院の整備拡充

③国道３５２号 ( 穴原～耻風間 ) の改良促進

④国道２８９号（駒止峠）無散水融雪施設設置 

室井 英雄 議員 星　光久 議員



本庁 3 階議場の傍聴席入り口で、
住所と氏名を書くだけで議会を
傍聴できます。
傍聴席では、提出された議案も
閲覧できます。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か

使
命
の
達
成
と
地
方
自
治
の
発
展
に
取
り
組
む

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
に

五
十
嵐
議
長
が
就
任

　

５
月
９
日
、
福
島
県
町

村
議
会
議
長
会
正
副
会
長

会
議
、
理
事
・
監
事
合
同

会
議
が
福
島
市
で
開
催
さ

れ
、
同
会
の
会
長
に
五
十

嵐
司
議
長
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
県
内
46
町
村
議
会
議

長
の
代
表
と
し
て
、
会
の

使
命
達
成
と
地
方
自
治
の

振
興
発
展
の
た
め
に
最
善

の
努
力
を
尽
く
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
ご

指
導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。」

　

５
月
13
日
の
第
２
回
議

会
臨
時
会
の
冒
頭
、
会
長

就
任
の
報
告
で
決
意
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

【発行】福島県南会津町議会　　【編集】議会広報委員会　　【印刷】馬場印刷所
〒 967-0004　福島県南会津郡南会津町田島字後原甲 3531-1　TEL：0241-62-6310　FAX：0241-62-1288

【ホームページ】http://www.minamiaizu.org/gikai/

議会広報委員会
委 員 長 星　　光久
副 委 員 長 森　　秀一
委 員 貝田　美郎

丸山　陽子
室井　英雄
室井　嘉吉

平成２８年第３回定例会
９月９日（金）開会予定

産
業
建
設
委
員
会
が

町
の
事
業
（
工
事
）
を
抽
出
調
査

　

５
月
16
日
・
17
日
の
両
日
、
産
業
建
設
委
員
会
は
、
平
成
28
年

度
に
実
施
す
る
町
の
主
要
な
事
業
28
箇
所
を
抽
出
し
て
現
地
を
調

査
し
ま
し
た
。

　

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
の
復
旧
工
事
で
は
、
被
害
の
大
き
さ
を

改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
工
事
個
所
の
多
さ
か
ら
発
注
予
定

の
工
事
を
含
め
て
今
後
の
進
捗
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
復
興
を
目
指
し
、
と
も
に
議
会
も
尽
力
し
ま
す
。

議長会定期総会で表彰状を授与する五十嵐会長（右）
（平成２８年６月６日 福島市杉妻会館）

現地調査のようす（町道川島・藤生線災害復旧工事（補強土壁工））


